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１．江別市下水道事業の沿革 

年  度 主 な 記 事 

昭和３９年度 道営大麻団地を契機に大麻地区で下水道事業を開始（分流式） 

昭和４１年度 江別市公共下水道として江別地区で下水道事業を開始（合流式） 

昭和４８年度 江別終末処理場が運転を開始（平成２年より浄化センターと呼称） 

昭和５０年度 水道水源汚濁防止のため南幌町の汚水受入れを決定 

昭和５９年度 江別駅前地区に流雪溝を整備することを決定（～平成２年） 

平成８年度 合流地区浸水対策で雨水貯留管・増強管の整備を決定（～平成１４年） 

平成１２年度 資源有効活用として消化ガス発電設備を整備 

平成１８年度 合流式下水道改善計画／放流水水質改善事業を開始（～平成２２年） 

平成２３年度 野幌駅周辺土地区画整理事業に伴う汚水・雨水管布設工事開始 



２．下水道処理区域と主要施設 



３．下水道の整備状況（Ｈ２７．３月末） 

 汚水処理面積           約 2,434ha 

 下水処理区域内人口         116.698人 

 水洗化人口             116,060人 

 下水道普及率              97.5％ 

 下水道水洗化率             99.5％ 

 年間総流入水量         約 17,525,000m3 

 下水道管路延長           約 853km 

 １日平均処理水量            48,014m3  



４．汚水の処理方式 合流と分流 



５．合流・分流式下水道区域 



６．下水道のしくみ 

雨 

汚水 
汚水は、浄化センター 

雨水は、河川 



７．下水道の４つの役割 

１．快適で衛生的な生活環境を実現する。 ２．浸水から街を守る。 

 

 

 

 

 

 

 

３．健全で良好な水環境を保全する。   ４．持続可能な社会へ貢献する。 



８．江別市下水道の課題 ① 
＜老朽管の改築更新＞ 



 

 

 

 

 

 

 

    １．汚泥加圧脱水機           ２．汚水ポンプ 

 

 

 

 

 

 

 

    ３．排水用エンジンポンプ        ４．ガス発電機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．江別市下水道の課題 ② 
＜老朽設備の改築更新＞ 



１０．江別市下水道の課題 ③ 

●近年、異常気象による下水道施設の 

 能力をはるかに超える局地的大雨が 

 発生していることへの対応が課題 

＜短時間局地的集中豪雨への対応＞ 



１１．下水道ＢＣＰの策定 

大規模地震により下水道施設に甚大な被害が発生した状況 

を想定し、下水道施設の復旧ならびになるべく短期間に下
水道を使用可能にすることを目的に「下水道ＢＣＰ（事業
継続計画）」の策定を進めています。 

 

◎６つの目標 

  ① 人命の保護 

  ② 交通機能の確保 

  ③ トイレの使用の確保 

  ④ 公衆衛生の確保 

  ⑤ 浸水の防除 

  ⑥ 公共用水域の水質保全 



１２．今後の下水道事業経営  

●今後、耐用年数（５０年）を越える下水道管が増大し、その改築 

 更新に多大な費用が必要になるため経営が難しくなっていく。 



江別浄化センターについて 



１３．施設の概要 

項　目 内　　　　　容

　運転開始  昭和４８年　供用開始

　水処理方式  標準活性汚泥法　(微生物を利用した浄化方式)

　処理能力
 ５２，５００ｍ3/日
     ・分流式　４５，０００ｍ3/日
     ・合流式　  ７，５００ｍ3/日

　Ｈ26年処理実績  １日平均　４８，０００m３/日

　施　　設
 ・下水処理施設（浄化センター）　１箇所
 ・送水施設（ポンプ場）　２６箇所



１４．下水道施設 

※ポンプ場施設は26箇所 



１５．水処理の流れ 

①最初沈殿池 
 ②反応槽 

③最終沈殿池 

④放流 

汚
泥 

下 

水 

汚泥処理施設へ 

下水の流れ 



下水と微生物を混
ぜて空気を入れる
と微生物は汚れを
どんどん食べて増
えていきます。 

微生物は下水中の
汚れを食べていく
うちに体が重く
なって沈んでいき
ます。 

食べ終えた微生物
は底に沈み表面の
水はきれいな水に
なります。 
 

きれいな 
うわ水を放流 

１６．微生物の働き 

微生物たち 



１７．下水道資源の有効利用① 

       （下水汚泥肥料） 

    下水汚泥は最終的に含水率約７０％の汚泥に処理し、 
 これを下水肥料として緑農地に還元しています。 
   この肥料は国に普通肥料として登録しており、 
 平成２６年度は約３，３００トンを緑農地に還元した。 



１８．下水道資源の有効利用② 

         （下水熱） 

  下水道の処理水は、冬でも約７℃前後の水温があり、 
この処理水を循環させた流雪溝を江別駅前地区に設置し、 
下水熱を有効利用している。 



１９．下水道資源の有効利用③ 

        （消化ガス発電） 

 下水汚泥の処理工程で発生する消化ガス（バイオガス）を 
燃料とした発電設備と、その排熱を利用したコージェネレー
ション設備を導入し、環境負荷軽減と経費削減を図っている。 



２０．コージェネレーション設備 
           のフロー         

エンジン 発電 
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２１．平成２６年度運転実績         

項　　目 内　　　容

　９８２，０００ｋｗｈ

　（約２７０世帯の１年分の電力量に相当）

 発電量を電気価格に換算 　１，２００万円　（北電単価で計算）

 消化ガス発電量

 電力自給率
　（発電量/総使用電力量）

　約１９．５％



２２．経費の削減について         

項　　目 平成２６年度 累計（Ｈ１３～Ｈ２６）

 発電量を電気価格に換算 　１，２００万円 　１億７，０９０万円

　１，７５０万円 　     ９，６２０万円

　 △５５０万円 　　　 ７，４７０万円

　　年平均　５３４万円

設備の運転時間等により、年毎に維持管理経費は変動する

 設備の維持管理経費

 経費削減額
　（換算額 －維持管理経費）



ご清聴ありがとうございました。 

下水道施設課・浄化センター 


